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未来を見据えた環境保全への一歩！
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「MIDORI WIDEACS」は、ミドリ安全の商標登録です。

ミドリワイダクス

環境管理室

認 定 業 者

認 定 の 年 月 日

産業廃棄物の種類

処 理を行う区 域

ミドリ安全株式会社

平成22年7月23日

ミドリ安全が自ら又は他人に委託して製造したユニフォーム、ヘルメット、安全靴（革製

除く）・作業靴・長靴、手袋（革製除く）、マスク、メガネ、安全帯、雨衣、保護衣、腰保護

ベルト、高視認品、保護面、サポーター（革製除く）、帽子、防寒着 及びその他付属品（ヘ

ルメットハンガー（木製除く）、ヘルメット取付型イヤーマフ）が産業廃棄物となったもの

日本全国
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ユニフォームで広域認定を取得

ヘルメットを追加

安全靴（革製除く）・作業靴・長靴、手袋（革製除く）、マスク、メガネ

及び安全帯を追加

雨衣、保護衣、腰保護ベルト及び高視認品を追加

保護面、サポーター（革製除く）、帽子及び防寒着を追加

その他付属品（ヘルメットハンガー（木製除く）、ヘルメット取付型イヤーマフ）を追加  

       

概　要

沿　革

平成22年7月 広域認定を取得

今までも、これからも人・環境への安全と安心について取り組みを続けるミドリ安全。

ＭＩＤＯＲＩ ＷＩＤＥＡＣＳは人と地球とお客様との

未来を見据えた環境保全のカタチです。

 今出来る事から、一緒に１つずつ環境対策を始めませんか？



“ミドリ ワイダクス”は

回収型のリサイクルシステムです。

産業廃棄物になる使用済みのミドリ安全製品は、指定の収集・運搬業者、処分業者が産業用

資材等に再利用するための適正なリサイクル処理を実施します。ミドリ安全は“ミドリ ワイダ

クス”を通じて産業廃棄物のリサイクルに取り組み、循環型社会※形成推進に貢献しています。

※限られた資源を再利用することで、持続的に循環させながら有効活用し、産業廃棄物を最小限に抑える社会

お客様
（排出事業者）

収集・運搬業者

ミドリ安全
製造業者等

製 品

廃棄物

ユニフォーム

ヘルメット

安全靴等

処分業者

処分業者

処分業者

ミドリ安全製品

ユニフォームは切断、反毛に
し、フェルトに加工します。最終
的には自動車の内装等の防音
シートとして再利用します。

ヘルメット（ＦＲＰ製）及び内装
品は破砕し、ＲＰＦ（固形燃料）に
加工します。化石燃料の代替と
して再利用します。

ヘルメット（ABS製等）は破砕
し、ペレットに加工します。ヘル
メットハンガーの材料として再
利用します。

焼却炉の排熱を利用し発電し
ます。電力として再利用します。

電気炉で溶融します。その際、
鉄の還元剤（コークス代替）と
して利用し、溶融スラグは路
盤材として再利用します。

フェルト

循環型社会形成推進基本法に貢献します。

ミドリ ワイダクスは
回収から報告まで承ります！

反　毛ユニフォームA群

ペレット / RPF（固形燃料）破　砕ヘルメット

路盤材 / 電力溶融 / 焼却安全靴等の保護具

廃棄物を熱回収しない単純焼却と比較してCO²の排出抑制（廃棄物１トンに

対してCO²約２トンの削減）となります。 

安全靴（革製除く）・作業靴・長靴、手袋（革製除く）、マスク、メガネ、安全帯、雨衣、保護衣、腰保護ベルト、高
視認品、保護面、サポーター（革製除く）、帽子、防寒着及びその他付属品（ヘルメットハンガー(木製除く)、
ヘルメット取付型イヤーマフ）  

А群

Ｂ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｃ群

マテリアルリサイクル

サーマルリサイクル

ケミカルリサイクル

B群

C群



ミドリ ワイダクス回収対象製品　ミドリ安全製品（OEM製品含む）に限る

システム導入のメリット

循環型社会形成推進基本法に貢献します
①廃棄物等の発生抑制　②循環資源の循環的な利用　③適正な処分が確保されること

1

その他
①二酸化炭素の排出抑制
　a)単純焼却処理を行わないため、二酸化炭素の排出抑制となります。 

②法令順守のシステム
　a）ミドリ ワイダクスは、環境大臣により認定されたシステムです。
　b）ミドリ安全が産業廃棄物の処理を統括管理します。

3

産業廃棄物の管理業務が軽減します
①使用済み製品は産業廃棄物として扱いますが、マニフェストの発行が不要です。
　a）管理業務（マニフェストの発行、自治体への報告）が軽減されます。
　　処理業者（収集・運搬業者、処分業者）との調整はミドリ安全が行います。
　b）ミドリ ワイダクスでは、リサイクル連絡票で産業廃棄物を管理します。

②処理業者（収集・運搬業者、処分業者）との委託契約が不要です。
　a）ミドリ安全が処理業者と委託契約を締結し、産業廃棄物の処理を統括管理します。

③回収手続きが容易です。
　a）お客様より、リサイクル連絡票による回収依頼で回収します。

④処理報告を行います。
　a）搬入報告、中間処分報告、処分完了報告をリサイクル連絡票で連絡します。

2

ユニフォーム
（防寒着、帽子、
サポーターは除く）

ヘルメット
（保護面、ヘルメット
ハンガー、イヤーマフ

は除く）

安全靴
（革製除く）
作業靴・長靴

マスク

雨衣 腰保護ベルト 高視認品 防寒着 帽子 サポーター
（革製除く）

保護衣

メガネ 安全帯 保護面
その他付属品

ヘルメットハンガー
（木製除く）

その他付属品
ヘルメット取付型
イヤーマフ

手袋
（革製除く）

※詳しくは担当営業までお問い合わせください。

搬送先
A群

搬送先
B群

搬送先
C群

他社製品は回収の対象になりません。
品目ごとに搬送先が異なります。搬送先を誤った場合は返送費用をご負担していただきます。ご注意

ミドリ ワイダクスとお客様自身での産廃処理との違い

ミドリ ワイダクス（広域認定制度）
産業廃棄物処理

（お客様自身で産廃処理）

回収対象製品

排出事業者責任

マニフェスト発行義務

産業廃棄物処分
委託契約

処分方法

マテリアル
リサイクル

ケミカル
リサイクル

単純焼却

収集・運搬費用

処分費用

埋立

サーマル
リサイクル

産業廃棄物収集・
運搬委託契約

ミドリ安全製品及びOEM
（他社製品は不可）

他社製品

ー

お客様

要
行政報告（都道府県に提出する

産業廃棄物管理票交付等状況報告書）

お客様と収集・運搬業者が契約

お客様と処分業者が契約

焼却・埋立等
※処分業者の選定による

お客様負担

お客様負担

お客様

不要
リサイクル連絡票で運用

Ａ群：切断、反毛しフェルトに加工し、
　　　自動車の内装材として再利用
Ｂ群：破砕しペレットに加工し、
　　  ヘルメットハンガーの材料として再利用

Ｃ群：電気炉で溶融し鉄の還元剤として利用し、
　　  溶融スラグは路盤材として再利用

Ｂ群：破砕しＲＰＦ（固形燃料）に加工し、
　　  化石燃料の代替として再利用
Ｃ群：焼却炉の排熱を利用し発電、
　　 電力として再利用

なし

なし

お客様負担

ミドリ安全負担

ユニフォーム、ヘルメット、安全靴（革製除く）・作業
靴・長靴、手袋（革製除く）、マスク、メガネ、安全帯、雨
衣、保護衣、腰保護ベルト、高視認品、保護面、サポー
ター（革製除く）、帽子、防寒着及びその他付属品（ヘ
ルメットハンガー(木製除く)、ヘルメット取付型イ
ヤーマフ）

ミドリ安全と処理業者が契約
（お客様とミドリ安全が広域認定制度産業廃棄
 物処理委託契約を締結する必要があります。）



環境大臣より

“広域認定”を取得

安心・確実なリサイクルシステムへ！

ミドリ ワイダクス契約締結・依頼の流れ

契約締結
法人の排出事業者（エンドユーザー様）とミドリ安全で契約を締結します。

● ミドリ安全製品（ＯＥＭ含む）かつミドリ ワイダクス回収対象製品であること。

● 広域認定制度産業廃棄物処理委託契約書はミドリ安全のひな形とします。

1

登録・リサイクル連絡票の送付
● 契約締結後、登録し担当店からお客様へリサイクル連絡票を送付します。

2

品目別に梱包（Ａ群・Ｂ群・Ｃ群）
● 品目ごとに搬送先処分場が異なりますので、品目別に任意の段ボール箱へ梱包してください。

3

回収依頼
● リサイクル連絡票（Excel）に必要事項を記載しメールにて送信してください。

4

回収日決定報告
● 送信いただいたリサイクル連絡票をもとに回収手配します。
　（依頼日から平日なか３日空けた日が最短回収日です。）

● リサイクル連絡票（PDF）で回収日決定報告します。

5

回収（引き渡し）・運搬
● 回収決定日にミドリ安全が手配した運送会社が広域認定専用送り状を持参します。

● 送り先間違い防止のため、お客様が専用送り状を貼付の上、回収製品を引き渡してください。

6

ご請求・処分報告
● 運搬費はミドリ安全担当店からお客様へご請求します。
   （処分費はミドリ安全が負担します。）

● 中間処分/処分完了時に処分報告をメールにて送信します。

7

地球温暖化をはじめ森林の砂漠化、オゾン層の破壊など、環境の悪化

が世界規模で伝えられているいま、環境の保全は人類共通の重要な

課題となっています。今後はさらに、国レベルを超えて、環境保全に対

する企業のあり方や責任は、ますます重要になるでしょう。

ミドリ安全では、環境に配慮したエコロジー活動に取り組んでまいりま

した。そしてさらに、独自に開発・製造した製品を全国のお客様へダイ

レクトに販売することに加え、素材から設計、生産に関わる豊富な知

見を活かした、使用済み製品の安全・安心なリサイクルを実現する、

ミドリ安全《広域認定》システム「MIDORI WIDEACS」を構築しま

した。

「ミドリ ワイダクス」 の名称の由来は？

広域認定とは、廃棄物（自社製品）の処理をその製造業者等が広域的に行うことで、廃棄

物の減量・適正処理が確保されることを目的として、収集・運搬、処分業に関する地方自

治体ごとの許可を不要とする製造業者等の特例制度です。 通常、産業廃棄物処理業は

都道府県知事の許可が必要ですが、本制度の認定業者は許可不要で複数の都道府県に

またがって、産業廃棄物の回収リサイクルを行うことができます。 廃棄物処理法 第15

条の4の3（産業廃棄物の広域的処理に係る特例）に規定され、環境大臣より認定を受

けます。 

MIDORI   WIDE   Area   Certification   System
ミドリ安全 認定 システム広域

ミドリ ワイダクス（ＭＩＤＯＲＩ ＷＩＤＥＡＣＳ）という名称は

ミドリ安全広域認定システムを英語表記にした略称から名付けました。


